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意思決定のタイミングに関する戦略を数理的に

解析することは古くからアカデミックな世界でも

関心を集めている。例えば次の「秘書問題」は最

適停止問題と呼ばれる問題の一例であり、意思決

定のタイミングの面白さを紹介する上で古典的な

題材となっている。

問題：或る社長は50人の候補者に面接して秘書を

採用しようとしている。50人の中で最も気

に入った秘書を採用したいと思っているが、

候補者を一人ずつ順番に面接して一旦断わ

った候補者は、たとえ後で良かったと思い

返しても既に他に採用が決まってしまう設

定とする。即ち、この社長は順番に行う各

面接の直後にその候補者を採用するか否か

即決しなければならないということである。

因みにこの社長、秘書の好みに関しては緻

密な評価尺度を持っており、仮に一度で50

人を比較できるとしたら、１番から50番ま

で順位付けすることが可能であるとする。

この社長の身になって意思決定の戦略を考

えなさい。

この典型的な秘書問題は数理的に解決済みであ

り、『ある一定人数までは例え面接した結果として

どんなに良いと思ってもやり過ごし、その一定人

数を超えた後はそれまで面接した候補者の中で最

高と思う人よりも良いと思える候補者が出てきた

段階で即決する』という戦略が良いことが分かっ

ている。因みにこの戦略でやり過ごすべき「一定

人数」がどの程度の数字であるべきなのか、簡単

なシミュレーションを行ってみた。横軸はやり過

ごす人数を示しており、縦軸は１位の秘書を選択

できる可能性を示している。図によると20人くら

いまではやり過ごした方が良いことが分かる。こ

のように一定人数をやり過ごすことで「慌てる乞

食」になることを避け、その後の即決に努めるこ

とで優柔不断の謗りを免れる効果が明らかである。

上の問題では50人の中で最も良い秘書を選択で

きる確率を高くするという設定だが、この種の問

題には様々なバリエーションが存在し、順位が３

位までの秘書を選択できる可能性や、平均順位を

最も高くする戦略を求める設定もある。

株の売却タイミングやアメリカンオプションの

行使タイミングを例にとるまでもなく、金融ビジ

ネスにおいて意思決定のタイミングが問題となる

ケースは多く、秘書問題が実際に応用可能な事例

も存在している。数理問題としては応用範囲の広

い魅力的な一品と言えよう。 （小粥泰樹）
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